
曲 面体の シ ス テ ム と ー稜体 NOTE I 

野 崎 悠 子

序
「一稜体」 と い う 曲 面体。 こ れ は 既 に 知 ら れ 、 通用 し て い る 名称 で は な L 、 。 概念上成 り

立 つ 形体 に 於 て 、 面素の定性 を 与 え る こ と に よ り 、 こ こ で 創 る 名 称 で あ る 。

発 想 と シ ス テ ム
デ ザ イ ン や 造 形 の 立 場 で 、 も の を か た ち づ く る と き 、 発 想 を ど の よ う に す る か 。 こ れ は

手続 き の 方 法 、 考 え 方 の 経路 に よ っ て 、 求 め る か た ち の イ メ ー ジ は も と よ り 、 具 体 的 な ま

と ま り に つ い て も 姿 が か な り 変 っ て く る 。 場合 に よ っ て は 、 あ え て 作 品 を 切 り 離 し 、 不 確

か な 心 象 を ま さ ぐ り 、 そ の 過 程 で 或 る 志 向 を 保 ち つ つ 、 イ メ ー ジ を 次 第 に 増 幅 さ せ る 。 更

に 強 い刺戟、 き っ か け を 得 れ ば 急速 に 具体化 し 、 易 々 と か た ち に 置換 わ る よ う な こ と も し

ば し ば あ る 。 そ の 時 、 持 に 脈絡 も な く 描 く イ メ ー ジ ス ケ ッ チ で も 、 そ れ な り に 一 つ の経路

と し て 有効 な 手続 き と な っ て い る 。

想 念 ・ 情 感 な ど 、 こ れ ら は ど ん な 精 巧 な 電子操作機器 に も 、 本 質 的 に は 置換 わ ら な い 人

間 個 有 の 能力 で あ ろ う 。 殊 lと 省 略 や 強 調 、 大捌か み の把握、 腰 味 さ の 演 出 に 至 つ て は 、 実

に 高度 な 非計算的技術 と い え る 。 無 関 係 に 散在す る 各 様 の状 況 や 要素 も 、 時 と し て 一気 に
束 ね て し ま う よ う な 機 略 な ど は 、 人 の 思 考 パ タ ー ン の特性 で あ る 。

し か し 又 、 別 な 取 り 組 み方 、 或 い は 手続 き と し て 、 散在す る 豊 か な 可能 性 や 創 造 力 を 、

よ り 効果 的 に 能 率 よ く 導 ぴ き 、 抽 き 出 す た め の そ れ ぞ れ の 目 的 に 適 う 進 め 方 も 得難 い も の

で あ る 。 自 由 な 感応 に 対 し て 、 理詰 め の 追跡 は 、 具体 的 な か た ち の イ メ ー ジ を 抽象イじ す る

の と は 逆 に 、 概念上の 抽象形態 を 具体的 に 表現す る こ と に な る 。 各 様 の 形 態 を 各種 の 網 目
で 適宜掬 い あ げ る シ ス テ ム を 構成 す る こ と も 、 意 味 が あ り 有用 で は とC か ろ う か。

立 体 の 把 握

空 聞 に 於 け る 立体 を ど う 把 え る か 。 既 に 幾何学 的 な 認 識 で の 立 体 観 が 、 日 常 的 に 根づ

き 、 活 用 さ れ て い る の で 、 例 え ば 、 球 ・ 立方体 ・ 円 柱 ・ 角 錐 な ど 改 め て 立体 を 、 概念 の 上
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表 1 面索 に よ る 曲面体 試案と補追

面 素 系 列 分 類 名 （試案）
1 類 2 類 3 類 立 体 名 称

平 行 住w接線I面

可展面 放接線射面 錐1本

接包 線絡国 接線二肢体そ の他

旋接 回線 面 イ ン ポ ＇） l ー ト ら せ ん 体

コ ン ポ リ L ー ト ら せ ん 体
続 同 副 ア ル キ メ デス ら せ ん 体

そ の 他

ー·）1軸射Ii'

夜l ；上新！話111! 納射ffij
τ・力帥射I本

？と脳mi 定$j,j二b� f-1<
一 健体

効 ）(Ii ：椛1本
トーーー一一一一一一一

淑11!1 ・ 欣物線1本

一
J戻品会両i .i)U)11! 1 鋭 ff

一一一→

JI(双11 11 椋1•01和、H'

仰 ＞＜1111 線lt i l 恥；［本

引五五店f(Jj 欣物線）1i)如、If

川弧l"l•l\i；、＜ ff

tti l ’ l •JA l,, lw<I本
3草 I 1J il1i そ の 他孤線l"I転！＋ 〉

l�lJJ;lf.j; 
JJ,1 (1; 1 1 ! 1 利1 11 1l生＃�i i I 

団堕！＇＿＿＿
I科羽i 山 iE 球

l fl i 

H1 J.R 

附 ｜ 『 ) ff

導l 'J i;J 交制h耐i 附 I ＇ ！ 純物体

地対llll f宇

で の ｛出1ll1 il1i f本

函 名 称

C桂yl i n面drica l  
surface 

錐 i剖
Conica l  
surface 

.�類1.車似n
線
vねo包l uじ絡tれe抽i)"

類H似e lつicるa lま き 輯!illi
conovo lute 

ら せ ん ioi
Hel icoid  

'l'·l•1 if1i 
Cow’s hone 

尚桃山i
Warped arch 

C校y状h：�ro•d

lfl.1Rifli 
Conoid 

メ�1111放物線！Iii
Hyperbo i c  
p a r a  holold 

.lj’·1;1111耗Ii自i
( El ipt ica l l  
H,·perholnid 

one sheet 

』11.#1111 剖IIοl転il1i
Hvperholoid 
revolution 
。f one sheet 

抱IJ(lllJ線M転1l1i
fl)'P"l'°l"ld mol· 

''""" "' ＇＂＂ 叫ieet
欣
Pa物rv線b�t的j i

。f rvbolution 
l ’ i狐l'•I転1l1i
( Globo id)  

�r1弧1:•1ld似��i
re�1:1��ion 

瑚 i11i
Annular 
torus :X:I土r Ing 
正S位I

1 l1i pherica l  
surface 
情川1u1oiiiil1i
�l1 1.5v"�tution 
( Sphero』d)
ttfl ' l il1i 
El l ipsoid 

�！
川
�：

政ho
物t詞i�

1f1i

組組11＼晶�i�H,-per ido 
two sheets 
耳、情1l1i

図 学 的 曲 面 分 類 （補追）

曲 線 導 線 導 面 移動要素
①直 線 平閉：面刷曲曲φ線線 母ー仔

線
導
移

線動 を 平（ 定平面 ）②
線
平i面曲 �（ 線

I W直 線 ‘F 
母一

を

ち線定ー

移
噂点

動
曲を 保線

い1 ，打也宅翌l曲＇ 1醐；i:d曲i・：凶I 線
線

線

綿
①寵 線 （接平

車
而群）

①由： 線 （
底定

傾面 ）川ら4雄2ん勺・ Iせ＇）極ん ら 円せ錐ん

I QJ貰 線
�ili！回IQ線幽（

線
紬） 定又方

面

平面
向Ii

錐②干面曲輔 ·,g�，線 ｛ 軸 ）
｜ ①J白ー 線

①fl＇（ 線

｜ ①前 線

(!)ji｛ 線

②欣物剖1
① i買線( Y) 
(I) ii町線（槻 ）
Lの i�：線｛ 抱 ）
① ii（線（槻）

放物線
� i此町拙相一一一

• ;1＇（線b ゅ
c • 
a 附川
h ,, 

a I ' !  
h ,, 
c ,, 

定平i白

t--一一一一一一一

定 、�ifii
IIしサF線， ；＇移，：＇拘�·い.， ，，，に九，;1がI� 

可接〈ー哀’触t吊‘一庇移九一線治拘代一に、
l制lにH世＇I

線4似つ由国い一： .；1持て�ii'( .lい＇ i
似移

⑨ 酔：線｛概） 定l配線（軸） ��同一
③双1111線 Jf,fJ:軸 輔lにt線のlリl転ま わ移抑り'I en担1111線 械 �ill

(I)放物判1 T 中出

(1)1 ' 1  % ;i!11＇（訴事 I.�＇甘 J

ぐ1可怖川弧 l ;i£ 11＇（話ll. �� 』

；ょ戸市手陣
①I ' !  山 if l＇り戸＇＇i線軒慌、 移を 舶�1/J に
(!I怖 I ' ! H 1f i 一一

問 千世 ｜ 
①的I' ! �” m。 · 1 I i中！J�っl i；�li,，桧.. 院�制l側』1 ： 可
抽糊 附 門 左辺 ｜｜ 簿主語（主計（1 l ' f  政物線 三軸j

1
；

移

を1ぇIi線
共

拘
:i •有をl ’ 

①双1111詞I !If 川
f訓Ii 川 メ"11111 線
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小類別 大類別

単曲面
（ 可展 面 ）
Single 
curved 
surf ace 

線級il1i
Ruled 
surface 

ね ヒ れ il1i
W arped 
surface 

l'•I •阪il1iSurface 
of 
revo l u t i ·  
o n  

出1lllil1i
l louhlt占
carved 
surface  

Jl'ilil·�＜il1i 



表 2 一般曲面体 と 特定形体 （ 曲面 ・ 特定切断面の 関 係）

曲面体の シ ス テ ム と 一稜体 NOTE I 

名 称 ｜ 名 称 ｜ 変 化 形

位 体 I l'J 柱

f膨面 ・ 切断面特定形
曲 面 及 び 断 面 ・ 関 巡 一 般 式総 括 特 定 形 体

直 ・ （斜） l'I柱
接頭川桟
円 怯 惚

I'! 
楠円
l叫辺形

総 体 I Pl 錐 ｜ 直 ・ （斜）円錐
単 ・ 抱円錐
円錐fl

r� ・ 5句
椅円 ・ 直線
双曲線 ・ 交線
放物線 ・

<' ! y• � a• ( a � ＇） 

.’ ，， 
一七 千 百 � 1a• o• 

•' Y' • 一 一 － － ' 
a' b• 晶

二底体 ｜ 接 線 二 円 体 ｜ 直交 ・ 4ド氏支 1 1 •1 

N'-4pz 

I ' /  
つ る ま き 線
イ ン ポ リ ヱ ー ト 線 %『胃 包c。s8 , y - as‘n8 ‘ ' b8 

ら せ ん l イ ン ポ リ ｜ 右 （ た ） 巷
f本 l ュ ー ト

ら せ ん 体

ア ル キ メ ー ｜ 右 ・ （ 布 ） 寺国 守 ｜ 常 （ ／· ・ lつ' � I l'H住 · lm · 孤 ・ 球 ）
ら せ ん 体 ｜ 各1l1iの ら せん

二底体 ｜ 定幅 二 l'l 体

軸射体 ｜ 一 方 軸 射 体

二 方 軸 射 体

稜 休 1�IP��f ) 1両

線渦ス線
ヂ
丸、」JAFま

キ
る
ル

川
つFJ

�. 2 I y• - a•・ 云 ＝ 同 n b 

｜ …（ cost十 ls lnlU計a(s i『＞ I I lcosl ） 
ドll ' I コ ン コ イ ド ・ リ マ ソ ン 群 l (z' -1 Y' • )' - <' l·Y' 

/ ' /  盟ドI · 附 ·＂＇（
曲 線7・ ス テ 口 イ ド
1 メ Y 九 回 1 ン 1 イ l ’

二 被 体 I ＇� . （ 側 ） ｜ 祁辺 三 角 形
川 惰川
ア ス テ ロ イ ド

双曲線 ｜ 被双曲体 直 ・ ｛ 斜 ｝ 体 情
双
円 山
曲線体 情Pl単双曲｛宇 情円蝕｛事 双曲線 ・ 交 p'1：線 ． 問辺形

』Jt;!j(1ll1 線 刊肢体 I'/  
1"l <J丘 f宇 双曲11! 1lriH> 双曲線 交抗線 ， ／叫辺形
双山政物 鞍 形 双 曲 線

f本 ｜ ね じ れ l叫辺形 放物線
：＜ 直線
川辺形

放物線 ｜ 間 程 程 椀形 ・ 直（斜） 放物線放物扇1l1i I ' /  f本 llff'l放物 b首 ・ （ 斜) fj; 般物線
ff. 附ドl

弧線体 ｜ 出 息 苦 直 ・ （ 斜 ） 体 情I'/円 ・ 惰ドl弧
凸 ( 111/ ) (j;

l 'I 世且 直 ・ （ I斜!If
) f.J; 川 円弧

Ii!／ ＇伝 f事 I＼ ・ （ ) (j; 日 f

環 体 ｜ ドl 環 偏中心軸軸 / ' I  
リ マ ソ ン

球 体 ｜ 正 球 / ' /  

情 球 長崎球 情I'!ドl ・ 夜線
飽情球 8・．

楕 円 ｛本 情I＇／ ・ 直線
l ' I 

。既 に 附l ら か 奇 形 に つ い て 抽出 L た υ ・ 型欄は険，／�中の も の

- 6 5  -

＇ � acosU ' b I.•＇ 十 Y' 2 x )' - x' ! y' 

� J:. -3.. X河 I Y' 『 a'

.. ，戸 t a' •' I I  b x i' 

x' I Y' •' 

b' 示 － I I •  b J  

x' Y' ＇ ＇ 、 •＇ Y' 
ー， E ー ュ （ a 下＇0 , b 、0. c ヰト O ） コ 千二 －o ' T胃 ou・ 0 ・ c • . . V ‘  

... i “2 ＝.＿ 一千. －o • - k  a' O' 
<' Y' 2 • 二 ι － y - k 
a' D ' c .ra 112 

' I 干‘ 胃 2 cz
a .. O' 
�2 112 ..-2 』ト＇
三 ！ 七 一守 2 cz ( a >o , b 、O, c キ O ) ＂＂＇ －＋ 三 － 2 c z ( y - k ) ... 0・ a" b2 

... a ”2 
三 ← 三 － 2 cz ( a - b )  a '" a " 

計 十Y' f- • ' - '' （ 正 、 0 ) 』
1

 

2－2
 
T
b

 

z一zg 一
b

M一副
72 •• :r ,.:r �·＋x，十� － 1 ( a >o , b >o. 心 0 )
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表 3 曲面の 分類比較 （ 一般参考書 よ り 抽 出 ）

Na 

1 

2 
3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10  

1 1  

1 2  

13  

14  

15  

抽 出 書 名 線織面 単 曲 面 類似ね
む れ面

福田正雄 高等図学 裳 華 房 昭3 0 

千山 鎚 最
高等
新

図学 t吉 風 館 12 0 （単・複 0 類拘似面
平須藤山 ・ 船他越 同問 学 I音 風 館 26 0 （ 単・複

小高司自JI 図学要論 森北出版 29 6 

¥ff! 彰 関学 と 製肉 培 風 館 32 0 

成瀬・吉方
閃市l I 学 裳 華 房 33 0 

川イ 〆口フ ←幾図何法学 東京図書 36 

須藤利一－
凶
新版

学概論 東大出版 36 

線eh 型l面

0 （単・被

。百（展恥開 。

。 。

。百（展［能開） 
。 。

。
山l l判車iミ巾郎 関 ？・ 内田老鶴 38 山1AJ 比 閥 幹f 社 0（単・被）， 0 頬倒似的l一一 一一 － 一 一
川中 1果 関 学 広川書Iii 39 0（単・被 ot両展即開日 。

熊谷自リ1 l�l :'{: コ ロ ナ 社 41 0 （単・複 0 （腿llH 0 11fli�） 
足 立一自Ii 関学概論 傾 書 店 44 O（単・傾） 0 。

機川 j告 基礎関：'j： 理工学社 44 c 11f展 ihi 接Jib線i面

， ， ，付l'iリj l司説関学 オ ム 社 44 0 0 o線函

制1kP.ilJ＜ 閃学慨説 l� 風 館 44 c 
。ll*llH c 』•ffi�I

。 ｜．記項 目 の 名称 を 分額 l こ Ill い て い
る も の 14 11 －伺i2 

I：記項目 外の 名 称 を ！日 い る も の I 

』 k項 目 又は近い項 目 に 含 ま せ る 扱
い で 省 い て い る も の ／ ｜／ ／ 

--l(j 日 の場 を 与 え て な い も の ...----- 3 3 
ム別系列 に 分 け て 分類 し て い る も の ／／ ／／ ／／ 

£ロ込 15 15 15 
｛ 制 H の指示 又 は区別の あ る も の 7 s / 

類似つ
るまき面

類
螺線

似而
← 

つるま き
ねじれ面
仲間 ら
せ λ 耐
← 
← 

← 

。

。

← 
← 

2 

3 

ね じ れ つ る ま干 の他 面 牛角 面 鋤供面 き 線面 錐状面

効l面 。

。不（風能間） 。

。

。（展開
ィ、能）

。 。 0 

。 。

劫1f11 。

。不似能11�1 0 

。不（展能11�1 。 。
そ の 他 。 。

一一一
接包絡平 副l両 。 。

ね じ れ。 錐1f1i
ハ」 不（展能開） 

I 11 
市一τ 9 

螺線面 0 

。 。

螺線面

。

。｛ね じ
面 ） 。

2コUン培；：・：.i
。

蝶肱lfli 。
0 。

（ ） 。
。 。
ヘ リ コ
イ ド1f1i c 

。
(, 、

2 
9 

官ーτ

。

c 

10 

I �  I .,,/ 3 � s / I/ ｜／ ｜／ ｜／ ／ 
4 13 2 5 13 。 5 

／／ ／／ ／／ ／／ ／／ ／／ ／／ 
15 15 15 15 15 15 15 

／ ／ s v ｜／ i i/ 

で 把 え な お そ う と す る 方 が 、 か え っ て 苦痛 に な る 位 の も の で あ ろ う 。

そ の他

球

lそa制グ�河t也1円

そ の 他

2 

／ 
12 

／／ 
15 

｜／ 

今 日 の 数理 論 の 発 展 と 変化 、 即 ち ユ ー ク リ ッ ド か ら 非 ユ ー ク リ ッ ド 世 界 、 そ し て ト ポ ロ

ジ ー 界へ と 、 更 に 高次 の 抽象空間概念 が 聞 か れ 、 一方 、 宇宙 さ え 、 間接体験 に せ よ 知覚 の

範 囲 に 収 め ら れ る よ う に な っ た 今 、 も の づ く り の 発 想 の 素 材 が 、 単 に 直接 的 な 実 視 の 空 間

領域 に の み 求 め て 、 止 ま る も の と も 考 え ら れ な い 。 サ イ エ ン テ ィ フ イ ッ ク ・ ア メ リ カ ン 編

“ 現代数学 の 世 界 ” シ リ ー ズ の 2 巻 “ 空 間 の征服” Iζ集録 さ れ る 、 高 度 で 平 明 な 各論 章 は

又 、 非常 に 造 形 的示 唆 に 富 ん で い る 。 し か し 荘漠 と し た 空 間領域 に 人 を 介在 さ せ 、 現実 の
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界域 を 解 き 明 か す こ と

を 果 し つ つ あ る 数理 論

の 操作 も 、 こ こ で は そ

の 一部 の 領域 、 直観性

tζ 集 点 を 合 わ せ 、 幾何

学 を 援用 す る 図 学 的立

場 で 、 図 形 の 形態 と 秩

序 を 追跡 し 、 新 し い 観

点 の 操作 を 試 み よ う と

す る も の で あ る 。

曲 面 体 の 分 類

曲 面 の 種類 を 分類 し

た 表 は 、 昭 和 3 年 に 刊

行 さ れ た 、 福 田 正雄氏

著 「高 等 図 学 」 に は ま

だ載 っ て い な い が 、 昭

和 12年刊行 の 、 平 山 嵩

氏 著 「最新 高 等 図 学」

に は 、 簡 単 な 形式 で 示

さ れ て お り 、 そ の 他 の

も の に つ い て は 不明 で

は あ る が 、 そ の 後 刊行

さ れ て い る 図学 関 係 の

書 に は 、 お 』 む ね こ の

平 山 氏 の 分類形式 と 同 様 な 形式 で示 さ れ て い る 。 そ れ ら の 中 で 、 昭和4 1 年 刊行 の 、 熊谷貞

男 ・ 佃勉両氏 の 著 に な る 「 図学」 で は 、 こ れ ら と は い さ さ か趣 を 異 に し た 明 快 な シ ス テ ム

を 掲載 し て い る 。

立 体 、 更 に 曲 面体 に 限 っ て も 、 任意の 多 様 な 形体 は 限 り な く 広 が り 、 意 識 を 越 え る 。 多

様 な 形体 を 把握す る た め 、 或 は 意識 の 内 に 取 り 込 む手続 き と し て 、 一定 の ル ー ル ネ ッ ト を

編 み 、 被せ 、 文 は 掬 い 上 げ た も の 、 そ れ を 分 類 系 列 と し て 考 え た い 。 表 l の 、 図 学 的 曲 面

分類 （補追） は 、 従 来 の 分類 に つ い て 、 各 曲 面 の 関 連性 、 共 通性 を 明 示 し 、 各 様 lと 亘 る 定
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義 を 集約 補追 し た も の で あ る 。

立体 の 多彩 さ は 曲 面 に ゐ ろ う 。 図学上の 曲 面 は 、 通常次 の 認 識 で 把 え ら れ て い る 。 即

ち 、 各 曲 面 は 、 線 を 移動 し て つ く る 軌 跡 で あ る と し て 、 軌跡 に 一定 の 秩序 を 認 め ら れ る も

の に つ い て 関 係 づ け て い る 。 円 錐 曲 線 系 の 二次 曲 面体 は 、 明 快 な 秩序 を 示 し 日 常 的 に も 親

し み が あ る が 、 そ の 他 の 曲線系 の 曲 面体 に つ い て は 、 円 錐 曲 線系 の 曲 面程 l 乙 取 り 扱 か わ れ

る こ と も 多 く な く 、 相 互 の 関 係 づ け も 肌 目 が粗 い 。 こ の こ と は 、 20余書 の 図学 テ キ ス ト （

刊行 さ れ て い る も の ） の 曲 面 の 項 を 比較 し て み る こ と で も 傾 向 は 認 め ら れ よ う 。 （表 2 ・

表 3 ） 補 追 の 表 中 、 一 部 の 曲 面 条 件 に 空欄 を 残 し た の は 、 こ れ ら の 曲 面 の 相 互 関 係 を 、

乙 れ か ら 更 に 追求 し て み る 必要 を 感 じ た た め で あ る 。

本 稿 で は 、 先 づ テ ー マ と し て 、 錐状面 に 係 わ る “ 稜 体 ” を 設定 し 、 そ の 曲 面 体 の 系 列 か

ら “ 一稜体” を 区 分 し 、 乙 の 曲 面 体 の 基本形 と 変化形 を 導 び い て 、 更 に こ の 曲 面 系 の定 性

を 追跡す る 。 ζ れ は 、 類似性 を も っ 曲 面 と の 関 連性 を 、 改 め て 比較 し 得 る 資料 と も し た い

た め で あ る 。 （表 4 ・ 表 5 )

表 4 4 曲面 に つ い て ・ 母線移動条件の比較
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曲面体の シ ス テ ム と 一稜体 NOTE I 

面 素 系 列 試 案 （表 1 ・ 表 2 )

図学 で 取扱 わ れ て い る 曲 面 は 、 表 l の 補追 欄 に み る 通 り で あ る が 、 こ れ と は 別 に 、 こ こ

で は 面 の 定性 を 、 共 通 的 な 規則性、 特徴 的 な個有性、 lと 合せ 区 分 し 、 普遍性 の あ る 面 に つ

い て 秩序 を 包括す る 呼 称 と 配列 を 、 組 む こ と を 試 み た 。

試 案 の 各 語 について

面 素 面 は 、 線 が 移動 し て つ く る 軌跡 と し 、 移動す る 線 を 母線 と い う 。 母 線 は 一定

の 秩 序 で 移動す る 。 こ の と き の 1 母線 を 画 案 と い い 、 限 り な く 接近 し て い る 面

素 を 近接面索 と い う 。 面 は 、 近接面素 の 連 な り で あ る 。

面 素 系 列 母線 は 、 そ れ ぞ れ の 移動条件 に よ っ て 異 な る 曲 面 と な る 。 各 曲 面 は 一定 の 面

素 で き ま る 。 異 な る 各 曲 面 の 関 連 を 系 統 づ け た 配列 を 面 素 系 列 と す る 。

導線 ・ 導面 母 線 が 、 移動 し て 曲 面 を つ く る と き 、 移動 を 規定す る 定線及 び定 面 を 、 そ れ

ぞ れ 導線及 び導面 と し 、 う 。 導線 tζ 、 導直線、 導 曲 線 が あ り 、 導 面 、 導錐 面 、 導

平面が あ る 。

類 面 素 の 状 態 を 示す 区 分。 1 類 は 、 母線の 直線性 ・ 曲 線性 に つ い て 、 2 類 は 、

各 曲 面 の 共 通性 に つ い て 、 3 類 は 、 各 曲 面 の特 性 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 示す 区 分 。

立 体 名 称 単 一面 素 で つ く ら れ る 曲 面立体 の 呼称。 各立体 は 、 更 に 特定 条件 の 立体 を 、

包括す る 。 （柱体 … … 円柱体 ・ 楕 円 柱体 ・ 双 曲 柱 体 ・ 放物柱体）

直線母線面 直線母線 を も っ 曲 面。 （単双曲線面 の よ う に 曲 線母線 に ま た が る 面 も あ る 。）

曲 線母線画 曲 線母線 を も っ 曲 面 。

可 展 面 近接面素 が 同 一 平面 に 含 ま れ 、 平 面 上 に ひ ろ げ ら れ る 直線母線 曲 面 。

ま幼 函 近接 面 素 が 同 一平面 に 含 ま れ な い 、 平 面 上 に ひ ろ げ ら れ な い 直線母 線 曲 面 。

導 円 面 母 線 が 、 一 定 の 軸 を 中心 に そ の 囲 り を 回 転す る 、 或 は 導 曲 線 の 円 に つ い て 移

動 し つ く る 曲 面。

導 楕 円 面 母 線が 、 一定 の 軸 を 中 心 に そ の 囲 り を 導楕円 曲 線 に つ い て 移 動 し つ く る 曲

面 。

平 行 接 線 画 直線母 線 が 、 l つ の 平面導曲線 に つ い て 、 常 に 平行 に 移動 し て つ く る 曲 面 。

母線 は 、 曲 面 に 接 す る 平面の接線で あ り 可展面で あ る 。 導曲 線 の 形 で 、 閉 曲 柱

体 、 開 曲 柱 体 と な る 。

放射接線面 直線母線が、 l つ の 点 に 集 ま り 、 l つ の 平面 導 曲線に つ い て 移動 し つ く る 曲

面 。 母線 は 、 曲 線 に 接す る 平面の接線 で 、 可 展 面 で る る1 事曲 線 の 形 で 、 閉 曲

錐 体 、 開 曲錐 体 が あ る 。
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包 絡 接線面 直線母線が 、 曲 面 に 接す る s1z面 の 接線 と な る 、 平行接線商 、 放射接 線 面 、 旋

回接線面以外 の 可 展 曲 面。

旋 回 接線面 直線母 線 が 、 旋 回 す る l つ の 空 間 導 曲 線 に 接線 と な り 、 移動 し て つ く る 曲

面。 定 平 面 上 で イ ン ボ リ ュ ー ト 曲 線 を 描 く イ ン ボ リ ュ ー ト 螺線体 が あ る 。

旋 回 面 直線母線 が 、 旋 回 す る l つ の 空間 導 曲 線 に つ い て 移動 し て つ く る 、 旋 回 接線

面 以外 の 一 般旋 回 面。 定平面 上で ア ル キ メ デ ス 渦線 を 描 く ア ル キ メ デス 螺 線画

体 が あ る 。 又 一 般！燦線面体 は 、 コ ン ボ リ ュ ー 卜 螺線面体 と い う 。

軸 射 面 直線母 線 が 、 2 つ の 平面導曲 線 に つ い て 、 l つ の 導直線 に 交 わ り 移動 し て つ

く る 劫 面 。 導 曲 線 の 、 一 方 の 側 に 交わ る も の を 一方 軸射体。 両 側 に 交 わ る も の

を 二方 軸 射体 と い う 。 （ 図 1 - 1 図 1 - 2 )

定 幅 面 直線母線が 、 平面導曲 線 に つ い て 常 に 導平面 に 平行 に 移 動 し て つ く る 劫面 。

導 曲 線 が 、 曲 面 体 の 一定 幅 を 規定。 2 つ の導 閉 曲 線 で つ く ら れ る 定 幅 二 底 体 、

（ 図 1 - 3 )  1 つ の 導 閉 曲 線 と 、 l つ の 導直線で つ く ら れ る ー 稜体 が あ る 。

提 絡 面 直線 母 線 が 、 そ れ ぞ れ の 導線 に つ い て 一定 の 位 置 、 或 は 一定 の 速 度 で 移 動 し

て つ く る 劫面 。 l つ の 導 閉 曲 線 と 、 l つ の 導直線 で つ く ら れ る こ稜体 、 （ 図 l

- 4 ） 三 種 の 双 曲 線面体が あ る 。

弧 線 面 直 線 母線 が 、 一定の 軸 の 囲 り を 回 転 し て つ く る 曲 面 の う ち 、 閉 曲 線 を 母線 に

も つ 曲 面 以 外 の 導 円 面 。 直線母線 で つ く ら れ る 単 双 曲 線 回 転体 は 、 双 曲 線母線

で 同 じ 曲 面体 が つ く ら れ る 。 こ の 曲 面 の よ う に 面 素 が 2 つ あ る も の を 2 面索 を

も っ と い う 。 双 曲 線 、 放物線 を そ れ ぞ れ母線 と す る と き 、 主軸以外 の 任意 の 軸

を 廻 る 曲 面体 も こ こ に 含 む 。 円 、 楕 円 の 閉 曲 線母線 も 、 直径以外 の 弦 を 軸 と す

る 回 転 体 は こ 〉 に 含 む 。

閉 曲 線 画 曲線母線が、 閉 曲 線 で 、 直径或 は 定 軸 を 中心 に そ の 囲 り を 回 転 し て つ く る 導

円 面。 円 が母線の 円 環 体 、 偏 環体、 情 円 が母線の 長楕球 ・ 短楕球 、 そ の 他 の 輪

環 体 が あ る 。

交 軸 面 曲 線 母 線 が 、 常 に 楕円 に つ い て 移 動 し て つ く る 楕球以外 の 導惰 円 面 、 母 曲 線

の 主 軸が 、 楠 円 の 中 心 に 交 わ る 。 楕 円 面体 ・ 楕 円 放物 面体 ・ 複双 曲 面 体 が あ

る 。

そ の 他 の 曲面体 一 定 の 秩序 が定 め 難 い 曲面体、 或 は ま だ 、 明 ら か に さ れ て い な い 曲 面 体

を』； 乙 の項 l乙 含 む 。
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図 1 1 ・ 1 図 1 - 1 ・ 2

一 方 軸 射 体

認協i
マ伊1

C l  

図 1 - 1 ・ 1

図 1 2 ・ 1 図 1 - 2 .  2 

二 方 軸 射 体

Cl  

図 1 - 2 ・ 1

曲面体の シ ス テ ム と ー稜体 NOTE I 

AR 

図 1 ← 1 ・ 2

BR 

図 1 - 2 . 2 
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図 1 - 3 図 1 - 4 ・ 1 図 1 - 4 ・ 2

二 稜 体

定 崎 ニ 底 体

Bb//B’D’ 

Aa//A’a’ 

四辺形 AabB は
四辺形 A’a’b’B’ と
平行で あ り 、 かっ
底平面 Aaa’A’に
対 し て 直立 し て い る
母線 ab及 ひ’a’b’は平
行面上 に あ る 。

各母線を 延長すれ ば 、 A R t乙平行
に 更に B R 、 C R の各円 曲線が得

ら れ る 。

図 1 - 4 . 1 

- 72 -
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曲面体の シ ス テ ム と ー稜体 NOTE I 

稜 体

既 に 触れ た よ う に 、 ー稜体 は 、 － つ の視点か ら 操作 し 設定 し た 曲 面 体 で あ る 。 こ の 曲 面

は 、 導 平面 に 常 に 平行 を 保つ 直線母線が、 l つ の 導直線 と 、 l つ の 導 円 Iと よ り 規定 さ れ る

勘 面 で 、 直線 と 円 の 位 置 関 係 を 変 え る こ と に よ り 、 つ く ら れ る 曲 面体 は 、 変 化 の 著 し い 、

多 彩 な 曲 面 を 現わ す 。

表 5 稜 体 の 面 素 設 定

定 義
直線母線曲面の う ち 、 母線が、 互 い に 同一平函に な い平 面曲線 と 、 直 線 を 導線 と し て
移動し て 作 る 曲面。
三通 り の 条件に よ っ て、 そ れ ぞれー稜体 （ 直交） 、 及 び （非直交） 、 そ し て 二稜体 と
L 、 う 。

（従来の 図学上の分類で、 こ れ ら を すべ て 錐状面 と 呼ん で い る も の が あ る 。 ）

直線母線蜘 ｜ 導線及 び導面 ｜ 母 線 の 移 動 条 件 徴

a . 平面曲線 a 、 b の導線に従い、 かっ a 導線lζ 直 交 し － 導 曲線が規定す る

な が ら 、 c の 定平面 に 常 に 平行に 移動す 等幅性 を も っ 。

b . 直 線 る 。
・ 導直線が対称軸 と

な る 特 定 形が あ
一 稜 体 る 。

c . 定 平 面 a 、 b の導線に 従いかっ直交 を し な い で、 － 投影面切断 面lと ア
ス テ ロ イ ド 、 コ ン

（共に 同一平面） c の定平函に は 常に 平行に 移動す る 。 コ イ ド が現わ れ る
lζ含 ま れ な い 特定曲面が あ る 。

a . 平面閉曲線 a の導曲線上 を 同角速度で ま わ り な が ら 母 ・ 導曲線が対称面 と
b . 直 線 な る 特 定 形が あ二 稜 体 線の両端が そ れ ぞれ b 、 c の導直線に 交c . 直 線 る 。（共同一平函）

に 含 ま れ な い わ り 移動す る 。

変 化 の 秩序 づ け
母 直線 と 、 導円 の 位 置 関 係 を 、 ニ系統 に 区 分 し 、 直交 と 非直交 （斜交45° ） を 設定 し た 。

又れ た ぞ れ を 、 基本 と 変化 の 系 列 に 組 λ だ。 （ 図 2 - 1 図 2 - 2 )

特 定 形 の 分 析
変 化 の 多 い 形体 の う ち 、 基本 的 な 特定条件 の 形体 を 抽 出 し 、 そ の 曲 面 の 特 性 を 、 水 平切

断 面 に 求 め 、 そ れ ぞ れ を 曲 線群 で 追跡 し た 。 （ 図 3 - 1 ～ 図 3 - 7 図 4 - I )  
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曲面体の シ ス テ ム と ー稜体 NOTE I 
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図 3 - 1 ・ 1

一 稜 体 （ 直交型） 1 A 

l

 

v
C

 

MHBEE－＝

 

v’
nv

 X I  x )  

Y I Y I  

図 3 - 1 ・ 1

ー2 a x· 1 拠 ｝

日
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図 3 - 1 ・ 3 図 3 - 2 ・ 2

（ ρキ2c)

（三" 

2c 2c－ρ 
x2 +y2 =a2 

（あ）
2x2 +y2 =a2 

{ a (1二H＋長＝1

（ 楕 円 ）

ρ ＝ c  

x!I ・2
（�r ＋玄＝1

2 I 
ρ ＝ 2c 

__£_+...J:'.乙＝1
(2a) 2 a2 

曲面体の シ ス テ ム と ー稜体 NOTE I 

x
· 

図 3 - 1 ・ 2

図 3 - 1 ・ 3
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図 3 - 2 ・ 1

一 稜体 （ 直交型） 2 A 

P • 2 c  Y. ( Y I  

, .  X I 翼 v，ーー

Y ( Y I  

’ • － 2 c  

-• - 2 a 

図 3 - 2 ・ 1
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曲 面体の シ ス テ ム と ー稜体 NOTE I 

図 3 - 2 ・ 2 3 - 2 ・ 3
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図 3 - 3 ・ 1

一稜体 （直交型） 3 A 

p : 4c Y (  Y'J 

X I x · J 

Y ( Y I 

R 

図 3 - 3 ・ 1
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図 3 - 3 ・ 2 図 3 3 ・ 3

（ ρ 持2c)

（三_ x ←i- Y 
2c 2cーρ

x2 +y2二a2

4c2x2 十 （4c2 4cρ -I 2ρ2 )y2 +4cρxy 
=a2 (2cーρ） 2

( 0 を 中心 と し て 回転し た精円）
ρ＝c 

4x2 十4xy-/-2y2 ニτa2
p=:: - 2c 

x2 -2xy-/- 5y2 =4a2 

ρ＝4c 
x2 十4xy-/- 5y2 =a2

曲面体の シ ス テ ム と 一援体 NOTE I 

l � ' 

図 3 -- 3 ・ 2

図 3 - 3 ・ 3
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図 3 - 4 ・ 1

一 稜体 （直交型） 4 A 

P= 2 c  P =  c 1 n  P＝ 『2 c

Y I V  I 

z 

図 3 4 ・ 1

qL
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曲面体の シ ス テ ム と 一稜体 NOTE I 

図 3 4 ・ 2 3 - 4 ・ 3

（ρキ2c)

4c2x2 + (4c2 4cρ＋2ρ2)y2 十4cρ，xy-6acρx
W円2(2cーρ） 2 一千州 ① 

( 0 を 中心 と し て 回 転、 z軸 l こ 平行移動 し た 楕 円 ） ' 

均一k十 y==y z" 

図 3 - 4 ・ 2
①式 は

4c2x2 十 （4c2- 4cρ＋2ρ2) y2 +4cpxy=a2 (2c－ρ） 2 

. J 3  A J と 同形 と な る 。

P=c 

4 (x +a) 2 十4(x +a)y+2y2 =a2 

= - 2c 

(x＋プ子a2 2 （叶＋a)y+5y2 =4a2

ρ二ご4c
(x 3a) 2 +4(x 3a)y-I 5y2 =a2 

.-
図 3 - 4 ・ 3
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図 3 5 ・ 1

一稜体 （直交型） 1 B 

X I  x I 

y ( y' J 

y I y I 

z 

z 

』2 a x·1 x· 1 

切断曲線は Y 車iU I乙対称な

図形 と な る が片側 を 省略。

図 3 5 ・ 1
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図 3 - 5 ・ 2 3 5 ・ 3

x a 

図 3 - 5 ・ 2

（
日

2c- Y _ ! X I  
2c- Y －ρ z 

x2 + y2 =a2 

x＝ 土 （1 ---d=--y) J"fi2=Y2 

曲面体の シ ス テ ム と ー稜体 NOTE I 

z ·  

図 3 - 5 ・ 3
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図 3 - 6 ・ 1

一 稜体 （直交型） 1 c 

Yi y ") 

X I  x l 

Y i y ) 

t 
図 3 - 6 ・ 1
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図 3 6 ・ 2 3 - 6 ・ 3

r�， a Y ! X I  
a Y ρ z 
x2 十y2 =a2

広 （a y） ＝ 土 （a -y ρ） �函士子

曲面体の ン ス テ ム と 一稜体 NOTE I 

図 3 - 6 ・ 2

図 3 - 6 ・ 3
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図 3 - 7 ・ 1

一稜体 （直交型） 1 D 
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図 3 - 7 ・ 1
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図 3 - 7 ・ 2 3 - 7 ・ 3

曲面体の シ ス テ ム と ー稜体 NOTE I 
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図 4 - 1 ・ 1

一 稜体 （斜交45°型） a 1 

X ( x ) 
寸守

y ·( y ') 

X (  x·I 
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y 

図 4 - 1 ・ 1
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曲面体の シ ス テ ム と ー稜体 NOTE I 

図 4 - 1 ・ 2 4 - 1 ・ 3
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図 4 1 ・ 2
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結 び

試行模索 な ど と い う

言葉 を 作 っ て よ い も の

か ど う か 、 と も か く も

一 つ の 観 点 か ら ル ー ル

を 与 え て 、 抽象 的 に 設

定 し た 形体 を 創 り 、 図

の 上 で 追跡操作 を し た

の で あ る が 、 簡 単 な ル

ー ル に も か h わ ら ず 、

極 め て 多 彩 な 曲 線 群 を

現 わ し た 。 こ の 曲 面 系

に潜在す る 規則 性 を 確

か め 、 探 る こ と は 、 又

大変面 白 く 魅力 あ る も

の に 思 え る 。 逐次細 部

の 不備 を 補 い 、 必 要 な

手続 き を 加 え な が ら 明

ら か な も の に し て い き

Tこ L 、 。

曲 線 群 の 解析 、 吟 味

に あ た っ て は 、 数学界

の 知 友 、 阪 口 貢氏 を わ

ず ら わ せ 、 又 同 じ く 、

福 田 義 男 氏 の協力 を 得

て 、 整 っ た も の で あ

る 。

表 6 参 考 図 書

] . 図学 テ キ ス ト 関係

(a) 曲面の項 を 拙出 し た も の
!\Ii. I ～l\\i. ]5 （ 別表 3 )

(b) (a）以外の も の
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